
2024（令和６）年度 霊峰中学校マニフェスト 
  校 長 辻 晃子 

《 学校教育目標 》 「自らを鍛え、共に高め合う心豊かな生徒の育成」 
      ～感性豊かで、思いやりの心を持ち、協力し合える生徒～ 

《 めざす生徒像 》スローガン「素敵なあいさつ、綺麗な学校、そして輝くわたしたち」のもと、   

１．自分を見つめ、向上しようとする生徒      

    ２．生命を大切にし、差別を許さない生徒      

   ３．仲間とともに学び、行動できる生徒        

   ４．感動や共感ができる感性豊かな生徒          

    ５．より良い社会を創造しようとする生徒            の育成を目指します。 

 

《 努 力 目 標 》 

１．授業・家庭学習の充実と学力の向上 数 値 目 標 

① ICTを活用した授業研究を通して、より質の高い授業実践に努めます。 

② 生徒のやる気を引き出し、家庭学習につなげる授業づくりに努めます。 

③ 全教科、定期テストで、「条件を満たして、文章で答える」問題を出題します。 

④ 計画的な読書活動と、読書習慣づくりに努めます。 

 

「授業の内容を理解

できている」９０％ 

「平日の家庭学習を 

２時間以上してい

る」６０％ 

 

２．人を大切にする人権・同和教育の推進 数 値 目 標 

① 差別をなくそうとする意欲と実践力の育成につながる人権学習の実践に努め

ます。 

② 互いを認め、尊重し、つながりあう機会として｢霊中のつどい｣を開催します。 

③ 身近な人権問題や、社会の不合理や矛盾についての理解・関心を高めます。 

④ 生徒や地域の実態・課題にそった、系統的な人権学習を進めます。  

⑤ 教師は、講演会等の研修に参加し、研鑽に努めます。 

「生き方や人権・平

和について学習を深

めている」９０％ 

 

「学校へ行くことが

楽しい」９０％ 

 

３．集団の育成とキャリア教育の充実 数 値 目 標 

① 月一集会、毎日の学級活動、生徒会活動等を通して、人前で話す機会を大切に

します。                 

② 生き方に対する目的意識の高揚を図り、職業観、勤労観の醸成を推進します。 

③ 自主的な生徒会活動の支援、部活動における仲間意識の高揚とリーダーの育成

に努めます。 

④ 学校生活全体を通して、生徒の発言を単語(名詞や句)でなく、文章の形(主語、

述語を入れる)になるよう指導します。 

⑤ 基本的生活習慣や社会生活上のルールやマナーを身に付けさせます。 

「学校行事や部活動

に積極的に参加して

いる」９０％ 

 

「自分は、学校生活

のルールを守ってい

る」９０％ 

 

４．学校づくりと職場環境（教職員） 数 値 目 標 

① 地域との連携を大切にし、通信、ホームページ等で情報発信します。 

② 協力・協働の取り組みを通して、充実感を高めます。 

③ 学校運営協議会の意見を取り入れて学校改善に努めます。 

④ 心身ともに健康を保ち職務を遂行できる環境を整え、総勤務時間の縮減に努め

ます。 

「学校は、家庭と連絡を密

にし、協力しあって教育活

動を行っている。」９０％ 

「学校運営協議会（関係者

会議）からの意見を取り入

れて改善しようとしてい

る。」80% 

「水曜日の定時退校」90％ 

 


